
 

 

 

 

 
 

エネルギーマネジメントシステムの国際規格 ISO50001の認証を取得 
2025年 4月 15日 

 川崎製作所・中津工場が取得 
 エネルギーマネジメントシステムの効率的な実行と信頼性・国際競争力強化に貢献 
 2025年の全製造拠点カーボンニュートラル達成を目指す 

 
三菱ふそうトラック・バス株式会社（本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長・CEO：カール・
デッペン、以下 MFTBC）は､川崎製作所(神奈川県川崎市)および中津工場(神奈川県愛川町)
でエネルギーマネジメントシステムの国際規格である「ISO50001:2018」(以下 ISO50001)の認
証を取得しました。 
 
エネルギーマネジメントシステムの運用は、企業のエネルギー効率の向上、エネルギー消費
量およびコストの削減、継続的改善の着実な実施などにつながり、二酸化炭素(CO2)排出量
および環境負荷の低減に貢献します。 
 
そのエネルギーマネジメントシステムの国際規格である ISO50001は、事業者が使用するエネ
ルギーを管理し、継続的改善を図るエネルギーマネジメントシステムの確立を目的に、国際
標準化機構(ISO)が必要な事項を定めたものです。脱炭素への取り組みが事業者にとって喫
緊の課題となる中、ISO50001は環境マネジメントシステムの国際規格 ISO14001とあわせ、欧
州を中心に世界的に活用されています。 
 
ISO50001の認証取得は、ISO50001の体系的なプロセスに従ったエネルギーマネジメントシス
テムの効率的な実行とともに、外部機関による認証によって自社のエネルギーマネジメントシ
ステムに対する信頼性や国際市場における競争力を付加することに貢献します。 
 
このたび MFTBC は第三者認証機関であるビューローベリタスジャパン株式会社(本社：神奈
川県横浜市、代表取締役社長：外崎達人)の初回認証審査を経て、ISO50001の認証を受け
ました。認証は両製造拠点および川崎製作所内の本社機能・開発機能が対象です。MFTBC
の親会社ダイムラートラック社は、2025年内にグループ全製造拠点での ISO50001の認証取
得を目指しており、MFTBC川崎製作所・中津工場の取得もその一歩です。 
 
MFTBC は1999年に環境マネジメントシステムの国際認証 ISO14001の認証を取得しています。
今後は ISO14001および ISO50001の要求事項の着実な遂行によって、2025年に国内すべて
の製造拠点を実質カーボンニュートラル化する目標の実現と、その後もさらにサステナブルな
製造拠点を作っていくことにつなげます。 
 



 

  
ISO50001の認証を受けた川崎製作所(左)と中津工場 

 
三菱ふそうトラック・バス株式会社について 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（MFTBC）は、川崎市に本社を置く商用車メーカーです。ダイムラート

ラック社が89.29%、三菱グループ各社が10.71%の株式を保有しています。90年以上の歴史を持つ

FUSO ブランドのトラックやバス、産業用エンジンを世界約170の市場向けに開発・製造・販売していま

す。日本初の量産型電気小型トラック「eCanter」による電動化や、運転自動化では大型トラック「スー

パーグレート」に国内商用車初の SAE レベル2相当の高度運転支援技術を実装するなど、先進技術の

開発に積極的に取り組んでいます。 
 


